
CNTシートを用いたリチウム硫黄電池の開発

多硫化リチウム（Li2S6）担持カーボンナノチューブ(CNT)正極
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＜軽量・高比表面積のCNT電極＞

Al箔(集電体)
硫黄 バインダー
導電助剤

従来 : 合材電極

S8担持CNT

新規 : Li2S6電極従来 : S8電極[1],[2]

Li2S6担持CNT

●良導電性で自立するCNT電極、金属集電体が不要
●高比表面積のCNT電極に、活物質を薄く担持→活物質への導電パスを確保

（走査型電子顕微鏡像, ×100k）
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0.1C, 室温, E/S比≃ 4µL mg-1

●Li2S6担持電極は電解液量を減らしても
　高容量を実現
　（従来型硫黄正極は電解液量削減に
　伴い容量低下）

521

Li2S6担持CNT電極により、現行Li-ion
電池を上回る次世代Li-S電池を実現

Li2S6担持CNT

500 nm

CNTのみ

500 nm
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